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要旨 
発達障がい者の職場定着を図るうえで、コミュニケーションや対人スキルの向上は支援課題のひとつである。

サテライト・オフィス平野（以下、当事業所）を利用する発達障がい者はコミュニケーションの難しさを感じ

ている方が多く、希望者に言語的コミュニケーション、非言語的コミュニケーション（表情認知、他者感情の

理解、視聴覚情報の処理など）を測定する新版 F＆T 感情識別検査（以下、FT テスト）を実施している。当事

業所では、個々のコミュニケーション・タイプや対人関係におけるストレス尺度得点を知ることにより、効果

的な支援を模索してきた。 
これまで実施した FT テストを用いて、本研究では当事業所の就労移行支援利用者にどのような効果があっ

たか事例検討を行う。令和 4～5 年度に就職した者を対象に、FT テストの感情識別の正答率、対人関係におけ

るストレス尺度得点を算出し、入所時と退所時のスコアを比較する。訓練効果として、他者の感情識別の正答

率が上がる、対人関係におけるストレス尺度得点が低減するという 2 つの仮説のもと、事例検討を行う。

 
1 はじめに 
（1）当事業所について 

当事業所では、主に発達障がいの診断を受けた方

を中心に就労支援を行ってきた。特に平成 21 年か

ら開始した就労移行支援では、PC スキルの構築に

とどまらず、職場のマナーを学ぶグループワークや

コミュニケーションの基礎姿勢を学ぶためのグル

ープワーク（アサーティブ、エンパワーメント、SST
など）を訓練内容として提供しており、就職後安定

した職業生活を営む力を身につけるための支援を

行ってきた。その結果、就労移行支援事業開始後約

15 年経過した令和 4 年 3 月時点で、数多くの就職

者を出している。 

 
（2）新版 F＆T 感情識別検査とは 

発達障がい者の職場定着を図るうえで、コミュニ

ケーションや対人スキルの向上は支援課題のひと

つである。FT テストは、音声や表情から他者の感

情をどのように読み取るかという非言語コミュニ

ケーションスキル（表情認知、他者感情の理解、視

聴覚情報の処理など）を客観的に評価できる指標と

して、障害者職業総合センターで開発・改訂され、

明確な感情表現から他者感情をどの程度正しく読

み取れるかを評価し、対象者の特徴を明らかにでき

る検査である。この検査は音声条件、表情条件、音

声+表情条件のそれぞれの条件における読み取りの

特徴からコミュニケーション・タイプ（高受信タイ

プ、低受信タイプ、相補タイプ、相殺タイプ、音声

依存 T タイプ、表情依存 T タイプ、特定のタイプ

に分類されないなど）を明らかにすることができる。

当事業所を利用する発達障がい者はコミュニケー

ションへの難しさを感じている方が多く、希望者に

FT テストを実施している。 

 
（3）対人関係におけるストレス尺度について 

対人関係に起因するストレスは、離職の理由とし

て挙げられることが多いことから、何らかの対応が

必要と言える。当事業所の訓練生にも対人関係のス

トレスにより職場で長く働くことができず退職に

至った方が数多くいる。職場における対人関係のス

トレスに関しては、発達障がい者に限らず一般的な

ものであるが、特に発達障がい者の場合、対人的な

場面での状況認知において特異性がある可能性が

指摘されている。その結果対人的なトラブルに発展

し、ストレスが高まる。 
ストレスは橋本 1)が指摘しているように「負荷を

与える（能動的）」場合と「負荷を与えられる（受

動的）」場合がある一方で、両者に関わるケースも

ある。例えば、相手の話している内容が分からない

と感じる場合、話し手の課題（具体的でない、前提

が曖味、論理的でないなど）なのか、聞き手の課題

（文脈の理解が苦手、聴覚的な情報の理解が苦手な

ど）なのかといったことが考えられる。実際の場面

ではどちらの可能性も考えられるが、話し手、聞き



手のどちらの課題であるかに関わらず、ストレスを

感じることになる。また、「自分の話している内容

が相手に伝わらない」場合も同様である。また、以

上のような意思疎通がうまくいかないことにより

職場で孤立感を覚えることも考えられる。 
本研究では対人関係におけるストレスが低減す

ることが、職場に長く定着することに関係している

と考え、この尺度を訓練効果の測定に利用すること

にする。 

 
（4）本研究の目的 

当事業所では、個々のコミュニケーションのタイ

プや対人関係におけるストレスを知ることにより、

効果的な支援を模索してきた。これまで実施した

FT テストと対人関係におけるストレス尺度を用い

て、本研究では当事業所の就労移行支援利用者にど

のような効果があったか事例検討を行う。令和 4～
5 年度に就職した者を対象に、FT テストの感情識

別の正答率、対人関係におけるストレス尺度得点を

算出し、入所時と退所時のスコアを比較する。訓練

効果として、他者の感情識別の正答率が上がる、対

人関係におけるストレス尺度得点が低減するとい

う 2 つの仮説のもと、事例検討を行う。 

 
2 FTテストおよび対人関係におけるストレス尺度

の実施について 
（1）調査協力者 

令和 4～5 年度の就職・復職者の中から、FT テ

スト受検を希望した者を対象とした。20 代～50 代

の男性 7 名であり、全員就業経験がある。障害者手

帳を取得しており、内訳は精神障害者保健福祉手帳

5 名、療育手帳 2 名である。調査協力者の概要を表

1 に示した。 
 

 

 

表 1 調査協力者の概要（↓） 

（2）刺激材料 

FT テスト：障害者職業総合センター2)によって作

成されたものを使用した。FT テストは、音声条件、

表情条件、音声+表情条件の 3 種類の呈示条件から

構成される（図 1）。各呈示条件における演技者は

同一人物で、演技者は、演劇などで意図的な感情表

出の訓練を積んだ 20 代の男女各 1 名、40 代の男女

各 1 名の計 4 名であった。演技者はビデオカメラの

前に立ち、「うれしい」「かなしい」「おこっている」

「いやだなぁ」の 4 感情を表出した。また、音声条

件、音声+表情条件においては、感情を表出する際

に、以下の感情的意味を含まない台詞を用いた。（お

はようございます、こんにちは、はさみをとってく

ださいなど。） 

表情条件、音声+表情条件では、胸部より上を撮

影し、顔の大きさは画面上でほぼ同一となるように

調節した。 

以上の手続きにより作成された刺激は、各呈示条

件ともに、4（感情）×4（名）の計 16 刺激であっ

た。また、各セットの配列はランダムとした。各呈

示条件は、実験に際して、予鈴→刺激番号呈示（5
秒間）刺激→評定時間（6 秒間）に再編集した。呈

示された刺激に対して被検査者は「うれしい」「か

なしい」「おこっている」「いやだなぁ」の 4 感情の

うち、いずれが表現されているかについて判断する

よう求められた。判断に際しては、「わからない」

という回答は認めず、必ず 4 感情のいずれかに判断

するよう求めた。 

 

図 1 FT テストでの刺激呈示の概要（↑） 

 

ID 
年齢 

（入所時） 

在宅/

通所 
障害別 手帳 

経歴 
就職・復職に向けた主な課題 

教育歴 職業経験 

A 25 通所 ASD 及び双極性障害 精神 2 級 大学 初職退職 初職不適応の課題への対応 

B 31 在宅 ASD 精神 2 級 専門学校 離転職あり 
コミュニケーションの課題に

ついての自己理解 

C 24 通所 知的障害及び ASD 療育 B2 高校 初職退職 初職不適応の課題への対応 

D 23 通所 ASD 精神 3 級 大学 初職退職 初職不適応の課題への対応 

E 52 通所 ADHD 精神 3 級 高校 離転職あり 就業能力への課題の対応 

F 24 通所 ASD 及び適応障害 精神 2 級 大学 初職休職中 
コミュニケーション・就業能

力の課題についての自己理解 

G 41 通所 知的障害 療育 B2 専門学校 会社都合での退職 就職に向けた適職の探索 



対人関係におけるストレス尺度：障害者職業総合

センター3)によって作成されたものを使用した。ど

のような対人場面において、どの程度ストレスが生

じているかを調べる尺度である。表 2 に対人関係に

おけるストレス尺度の質問項目を示した。計 24 項

目であり、回答は質問項目で指定された場面を自分

が経験した場合、どの程度ストレスを感じるかにつ

いて、「0：まったくない」―「4：非常に感じる」

の 5 件法で評定させた（項目得点：0 点～4 点）。ま

た、項目で指定された場面の経験がないために評定

できない場合は「経験がないため回答できない」と

いう回答欄に○を記入させ、得点の算出に当たって

は欠損値として除外した。 
下記の４つに分類された対人場面について、それ

ぞれのストレスの程度を知ることができる。 
① 他者の言動（9 項目）：他者の言動によるストレ

ス。「忙しい時に、仕事を頼まれる」など、他者

の言動が原因で生じるストレスのことである。 
② 自己の言動（3 項目）：自分の言動が他者に不快

感を与えることによるストレス。「借りた物を期

日までに返せなかった」など、他者に不快感を

与える自分の言動が原因となって生じるストレ

スのことである。 
③ 孤立感（7 項目）：孤立感や関係性の気付きによ

るストレス。「所属しているグループで、“自分

が孤立している”と感じる」「人が“あなたのこ

とを嫌っているか”気になる」など、孤立感や

人との関係性が原因で生じるストレスのことで

ある。 
④ 意思の疎通（4 項目）：意思の疎通に関するスト

レス。「自分の言いたいことが人に上手く伝わら

ない」など、意思の疎通がうまくいっていない

ことが原因で生じるストレスのことである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2 対人関係におけるストレス尺度の質問項目 

 

 

（3）手続き 

調査協力者は FT テスト受検を希望した者を対象

とし、4 感情評定（音声条件、表情条件、音声+表

情条件）を受検するよう求めた。当事業所の FT テ

ストのソフトが入っている PC を用いて行った。そ

の後、検査後に実施する質問用紙（対人関係におけ

るストレス尺度）を記入した。 

以上の手続きを入所時と退所時に実施した。 

 

（4）期間、実施場所 

期間：令和 2 年 5 月～令和 5 年 11 月 

実施場所：当事業所 

 

（5）分析方法 

① 4 感情評定：調査協力者内で入所時と退所時の正

答率の比較を行う。また、障害者職業総合セン

ター3)の 4 感情評定のデータを用いた平均値と

の比較も行う。 

② 対人関係におけるストレス尺度：調査協力者内

で入所時と退所時の対人ストレス尺度得点の比

較を行う。また、障害者職業総合センター3)の対

人関係におけるストレス尺度に関するデータを

用いて平均値との比較も行う。 

訓練期間の勤怠状況や通所/在宅において、①、

②に差があるかを事例検討する。 

 

 

 

 



3 検査結果 

（1）全体の傾向 

まず、障害者職業総合センター3)の 4 感情評定の

正答率のデータを表 3 に示した。 

定型発達者の音声条件における正答率は85.9％、

表情条件における正答率は 84.5％、音声+表情条件

における正答率は 94.7％であるのに対し、発達障

がい者の音声条件における正答率は 77.2％、表情

条件における正答率は 67.1％、音声+表情条件にお

ける正答率は 86.9％であった。 

 

表 3 4 感情評定の正答率（障害者職業総合センタ

ー） 

音声 表情 音声+表情

定型発達者 85.9% 84.5% 94.7%

発達障がい者 77.2% 67.1% 86.9%
 

 

次に当事業所での4感情評定の正答率を表4に示

した。 

入所時と退所時の 4 感情評定の正答率を比較す

ると、表情条件、音声+表情条件において正答率が

上がった（表情条件 70.33％→75.33％、音声+表情

条件 82.50％→87.17％）。一方、音声条件において

は正答率が下がった（音声条件78.67％→78.50%）。 

 

表 4 4 感情評定の正答率の平均値（当事業所） 

音声 表情 音声+表情

入所時平均 78.67% 70.33% 82.50%

退所時平均 78.50% 75.33% 87.17%
 

 

そして、障害者職業総合センター3)の対人関係に

おけるストレス尺度得点のデータを表 5 に示した。

男性の定型発達者の場合、他者の言動 2.2、自己の

言動2.6、孤立感2.1、意思疎通1.8であるのに対し、

発達障がい者の場合は、他者の言動 2.5、自己の言

動 2.6、孤立感 2.3、意思疎通 2.3 であった。 

 
表5 対人関係におけるストレス尺度得点の平均値

【男性】（SD：標準偏差）（障害者職業総合センター） 

 
 
 

次に当事業所での対人関係におけるストレス尺

度得点を表 6 に示した。 
入所時と退所時の対人関係におけるストレス尺

度得点を比較すると、すべての下位尺度において得

点が低減した（他者の言動 2.63→2.35、自己の言動

3.12→2.53、孤立感 2.65→2.42、意思疎通 3.08→
2.08）。 

 
表6 対人関係におけるストレス尺度得点の平均値

（当事業所） 

 
 
（2）事例報告 

①事例概要（正答率が上がった例） 

A さん 入所時 25 歳 ASD、双極性障害 通所

による訓練を 2 年 2 ヶ月 
・訓練開始前 

A は進学校に入学。この頃から周囲とうまくコミ

ュニケーションがとれず抑うつ的になり、15 歳頃

に ASD の診断を受けた。うつ状態と躁状態が繰り

返しあり、躁状態の時には唐突で奇異な行動がみら

れたりしたため精神科を受診し、双極性障害と診断

された。大学卒業後は一般企業に入社するが、自分

の悪口を上司が言っているのを聞いたことで傷心

し、その後無断欠勤を繰り返し退職した。通院して

いる精神科のケースワーカーに当就労移行支援事

業所を紹介されて利用に至った。 
・訓練中 

勤怠は良好であった。これまでは人間関係に消極

的で友人は少なかったが、当事業所では慣れるにつ

れて事業所内の友人と一緒に出かける、ゲームをす

るなどして楽しんでいた。率先して友人に声をかけ

ていた。受託作業においては、指示通りに仕事を行

い、特に支障はない。新たな場面では緊張感が高い

ため、確認のために何度か同じ質問をすることがあ

るが、要領をつかむとスムーズに行い、臨機応変に

対応することもできていた。 
・検査結果 

A の検査結果を表 7 に示した。 
まず、Ａの入所時と退所時を比較した。4 感情評

定において音声条件のみ正答率が下がり、表情条件

と音声+表情条件の正答率は上がった（音声条件

78％→75％、表情条件 66％→81％、音声+表情条

件 72％→100％）。対人関係におけるストレス尺度

は、下位尺度すべてにおいてストレス得点が低減し



た（他者の言動 3.3→2.1、自己の言動 3.7→2.0、孤

立感 3.4→3.0、意思疎通 3.3→1.8）。 
次に、障害者職業総合センター3)による、発達障

がい者の 4 感情評定の正答率と対人関係における

ストレス尺度得点を参照し、Ａと比較した。 
4 感情評定の正答率について、入所時は音声条件

のみ発達障がい者の平均を上回っていたが、表情条

件と音声+表情条件は下回っていた。一方、退所時

は音声条件のみが発達障がい者の平均を下回って

おり、表情条件と音声+表情条件は上回っていた。 
対人関係におけるストレス尺度得点について、入

所時は他者の言動、自己の言動、孤立感、意思疎通

のすべてにおいて発達障がい者の平均+1SD を上

回っていたが、退所時はすべての下位尺度が平均を

下回っていた。 

 
表 7 A の検査結果（4 感情評定の正答率、対人関

係におけるストレス尺度得点） 

音声 表情 音声+表情 他者の言動 自己の言動 孤立感 意思疎通

入所時 78% 66% 72% 3.3 3.7 3.4 3.3

退所時 75% 81% 100% 2.1 2.0 3.0 1.8

正答率 ストレス
A

 

 
・考察 
入所時の A のコミュニケーション・タイプは、「特

定のタイプに分類されない」であり、正答率を見る

と、やや音声情報に依拠して人の感情を読んでいた。 
退所時は 4 感情評定の音声条件がやや下がり、表

情条件と音声+表情条件の正答率が大幅に上がった

ことから、コミュニケーション・タイプは、「相補

タイプ」に変化した。 
A はこれまで、人間関係において苦悩が多かった

と訴えた。そうした経験は他者に対して否定的、懐

疑的思考になりやすくなるため、A は人と会話する

際、顔を見ることに抵抗が生じていたと考えられる。

A は通所、訓練によって他者と関わることの否定的

な感情が緩和され、人の表情を見る機会が増えたこ

とにより、表情から感情を識別するスキルが向上し

たと考えられる。表情から感情識別することができ

るようになったため、音声はあくまで補助的な情報

となり、正答率が下がったと考えられる。 
また、通所により他者との交流機会が増えたこと

とグループワーク（感情のグループワーク、アサー

ティブ、認知療法）に参加したことにより、自分で

感情のコントロールができるようになる、相手を尊

重した自己主張ができるようになる、対人関係にお

ける認知の歪みが軽減するという効果があり、対人

関係におけるストレスの低減につながったと推察

される。 

 
B さん 入所時 31 歳 ASD 在宅・通所による訓

練を 2 年 7 ヶ月 
・訓練開始前 

高校卒業後、専門学校に入学するが人と馴染めず

孤独だった。就職後は周囲からの暴言や陰口に耐え

られなくなり半年で退職する。最初に入学した専門

学校とは別の分野の専門学校に入学するが、人と折

り合いがつけられず人間関係の苦労が続いた。コミ

ュニケーション能力を身につけようと接客業のア

ルバイトを始めるが、一向に慣れることはなく退職

した。こうして職を転々とし、後に鬱病になった。 
鬱病治療のため初めて精神科を受診し、自閉スペ

クトラム症と診断された。 
・訓練中 

人の目を見て話すと感情を読みすぎてしまい、そ

れが精神的に苦痛であるため、当事業所では訓練開

始時から在宅と通所を併用しての利用となった。勤

怠は良好であった。訓練内容は、PC 作業が主で、

他にはグループワーク（ナビゲーションブック）へ

の参加をしていた。PC 作業の際は人の視線を遮る

ことが出来るパーテーションを設置し、ナビゲーシ

ョンブック講座の参加は、リモートでの音声やチャ

ットでの参加をした。PC 作業内容は「モノづくり

が好き」からデザインスキルを選択する。在宅就労

という雇用形態を目指すためウェブデザイン、プロ

グラミング（html、css、javascript、php、wordpress）
を順調に習得される。 
・検査結果 

B の検査結果を表 8 に示した。 
まず、B の入所時と退所時を比較した。 
4 感情評定において音声条件のみ正答率が下が

り、表情条件と音声+表情条件の正答率は上がった

（音声条件 94％→84％、表情条件 66％→75％、音

声+表情条件 91％→97％）。対人関係におけるスト

レス尺度は、他者の言動、自己の言動、意思疎通に

おいて低減し、孤立感においては増加した。（他者

の言動 2.9→2.7、自己の言動 3.0→1.7、孤立感 2.9
→3.0、意思疎通 3.0→1.0）。 

次に、障害者職業総合センター3)による発達障が

い者の 4 感情評定の正答率と対人関係におけるス

トレス尺度得点を参照し、B と比較した。 
4 感情評定の正答率について、入所時は表情条件

のみ発達障がい者の平均を下回っていたが、音声条

件と音声+表情条件は上回っていた。一方、退所時



は音声条件、表情条件、音声+表情条件のすべてに

おいて発達障がい者の平均を上回っていた。 
対人関係におけるストレス尺度得点について、入

所時は他者の言動、自己の言動、孤立感、意思疎通

のすべてにおいて発達障がい者の平均を上回って

いた。一方、退所時は他者の言動、孤立感において

発達障がい者の平均を上回っており、自己の言動と

意思疎通において平均を下回っていた。 

 
表 8 B の検査結果（4 感情評定の正答率、対人関

係におけるストレス尺度得点） 

音声 表情 音声+表情 他者の言動 自己の言動 孤立感 意思疎通

入所時 94% 66% 91% 2.9 3.0 2.9 3.0

退所時 84% 75% 97% 2.7 1.7 3.0 1.0

B
正答率 ストレス

 

 
・考察 
入所時の B のコミュニケーション・タイプは、「音

声依存 T タイプ」であり、音声情報に依拠して人の

感情を読んでいた。在宅、通所の併用により、4 感

情評定の音声条件が下がっているが、表情条件と音

声+表情条件の正答率が上がり、コミュニケーショ

ン・タイプは、「特定のタイプに分類されない」に

変化した。 
B はこれまで、自身のこだわりと他者との折り合

いをつけることが難しく、そうした経験からＢは人

の視線が敏感になり、目をみて話すと相手の感情が

侵入してくる感覚に陥ると訴えた。そのため、入所

時には視覚ではなく聴覚から入ってくる音声情報

を頼りに他者の感情を識別していたと考えられる。 
B の支援方針として、人間関係における傷心を緩

和させるため、対人場面における B の負担を最小

限に抑えることを重要視した。具体的には、苦痛に

耐えるのではなく、障がい受容を進めることにした。

合理的配慮を受けたことによって B は、他者と関

わることの否定的な感情が緩和され、人の表情を見

る機会があっても苦痛に感じることが減り、音声情

報のみに頼った感情識別をしなくても表情から感

情識別することができるようになったと推察され

る。 
また、対人関係におけるストレス尺度については、

B は、障がい受容が進んだことによって自己と他者

のネガティブな感情が減少し、意思疎通のストレス

が低減したと考えられる。在宅訓練で、対面でのコ

ミュニケーションではなく、リモートツール（チャ

ット、音声のみの電話）を使用したことにより、対

面でなければ人と十分にコミュニケーションがと

れるという自己理解につながったと考えられる。 

一方で、対人関係におけるストレス尺度の「孤独

感」は、ストレス得点が 2.9 から 3.0 と変わらなか

った。在宅による他者とのつながり感が薄くなって

いると感じることが多かったと考えられ、在宅訓練

における孤立感のストレスについては今後の課題

であると示唆された。 

 
②事例概要（正答率が下がった例） 

Cさん 入所時 24歳 知的障害及びASD 通所に

よる訓練を 1 年 3 ヶ月 
・訓練開始前 

高校卒業後、自立訓練、職業訓練校にて訓練を行

った後、製造業に就職。仕事で失敗すると叱責を受

けた。大きな声で話す環境であったため、それも本

人がしんどくなった要因である。仕事ではミスして

いないか何度も確認し、自分のペースで進めてしま

いスピード面で課題があった。また、ボーっとする、

指示が聞けないなど職場の評価があった。他部署へ

の異動を支援者が会社と調整したが、スピードにつ

いていけず、元の部署に戻るとより気持ちの面でし

んどくなり離職に至った。初職不適応については、

対人関係や自分から SOS を出せないことが課題で

あった。 
・訓練中 

勤怠は良好であった。当事業所では、事業所内の

友人と一緒に出かける、ゲームをするなどして楽し

んでいた。訓練生同士で衝突することはなく、素直

な性格である。訓練内容は初任者研修の実習と軽作

業などの受託作業が主であった。受託作業において

は、指示通りに仕事を行い、特に支障はない。新た

な場面では緊張感が高いため、確認のために何度か

同じ質問をすることがあり、素早く物事を遂行する

ことは苦手であるが、正確に作業を行っていた。 
・検査結果 

C の検査結果を表 9 に示した。 
まず、C の入所時と退所時を比較した。 
4 感情評定において音声条件のみ正答率が上が

り、表情条件と音声+表情条件の正答率は下がった

（音声条件 72％→75％、表情条件 75％→72％、音

声+表情条件 94％→91％）。対人関係におけるスト

レス尺度は、他者の言動が低減し、自己の言動、孤

立感においては増加した。意思疎通においては変化

しなかった（他者の言動 1.4→1.2、自己の言動 2.7
→3.7、孤立感 2.3→2.7、意思疎通 3.0→3.0）。 

次に、障害者職業総合センター3)による、発達障

がい者の 4 感情評定の正答率と対人関係における

ストレス尺度得点を参照し、C と比較した。 



4 感情評定の正答率について、入所時は音声条件

のみ発達障がい者の平均を下回っていたが、表情条

件と音声+表情条件は上回っていた。一方、退所時

は音声条件のみ発達障がい者の平均を下回ってい

たが、表情条件と音声+表情条件は上回っており、

入所時と退所時で変化がなかった。 
対人関係におけるストレス尺度得点について、入

所時は自己の言動、意思疎通が発達障がい者の平均

を上回っていて、他者の言動は平均より下回ってい

た。孤立感は発達障がい者の平均と変わらない値だ

った。一方、退所時は自己の言動において発達障が

い者の平均+1SD を上回り、孤立感、意思疎通も平

均を上回っていた。他者の言動は平均を下回ってい

た。 

 
表 9 C の検査結果（4 感情評定の正答率、対人関

係におけるストレス尺度得点） 

音声 表情 音声+表情 他者の言動 自己の言動 孤立感 意思疎通

入所時 72% 75% 94% 1.4 2.7 2.3 3.0

退所時 75% 72% 91% 1.2 3.7 2.7 3.0

C
正答率 ストレス

 

 
・考察 
入所時の C のコミュニケーション・タイプは、「相

補タイプ」であり、音声条件のみと表情条件のみで

はどちらも低いが、音声+表情条件で互いに補い合

うことで人の感情を読んでいた。入所時と退所時で

変化は見られなかった。 
Cは通所訓練によって4感情評定の正答率が上が

らなかった。考えられる要因として、C はもともと

入所時の頃から 4 感情評定の正答率が高く、離職理

由が他者の感情の読み取りが課題ではなかったた

め、感情識別についての訓練効果が現れづらいこと

が考えられる。当事業所での訓練内容も、資格取得

と受託作業といったスキルアップが主な目的であ

った。 
また、対人関係におけるストレス尺度では、自己

の言動、孤立感のストレスが入所時と退所時を比較

して増加した。理由として退所時の検査を実施した

のが就職直前であったことが考えられる。さらに、

就職先は障がい者雇用ではなく障がいを明かして

おらず（クローズ）、実習なく見学のみで決めた。

そういった就職であったため不安が高まり、ストレ

ス尺度得点が高くなったと考えれ、訓練効果より就

職のストレスが表れたと考えられる。 

 
 
 

4 おわりに 
就労移行支援における訓練効果の可視化にFTテ

ストは有効であるといえる。 
全体の傾向として、4 感情評定の音声条件の正答

率が下がったが、障害者職業総合センター3)のデー

タと比較すると、入所時でも発達障がい者の平均よ

り低いわけではなく、訓練によって音声で感情を読

み取る能力が下がったとは言えない。一方、表情条

件、音声+表情条件の正答率が増加したが、訓練に

よって表情、音声+表情によって感情を読み取る能

力が向上したと考えられる。このことには、人間関

係に苦労してきた人は人の顔を見ることに抵抗が

あるが、訓練によって他者と関わることの否定的な

感情が緩和され、人の表情を見る機会が増えたこと

が影響していると推察する。 
対人関係におけるストレス尺度得点について、障

害者職業総合センター3)のデータと比較すると、入

所時は発達障がい者の平均より高い。一方、退所時

は、他者の言動、自己の言動、意思疎通のストレス

が発達障がい者の平均より低かった。孤立感は発達

障がい者の平均よりも高かったが、SD を上回って

いるわけではない。以上のことから、訓練によって

他者と適切に関わることにより、ストレスが低減す

ると考えられる。 
正答率が上がり、対人関係におけるストレス尺度

得点が下がった事例にみられる共通の特徴として、

①勤怠良好②利用者の主訴と提供している訓練内

容が一致していることが挙げられる。①②ともに、

3 事例とも共通していた。それではなぜ、事例Ｃの

み 4 感情評定の正答率が向上せず、対人関係におけ

るストレス尺度得点が増加したのか。 
事例Ｃのみに考えられることとして、2 点挙げら

れる。1 点目は、入所時から人の表情を見ることへ

の抵抗感が低かったことである。全体の傾向として、

訓練によって表情から感情を識別する能力が向上

しやすいため、表情による感情識別の能力が元々低

くない C の場合は訓練の効果として表れにくいと

考えられる。2 点目は、就職先に対する不安が高か

ったことである。発達障がい者にとって就職先での

実習やトライアル雇用といった制度を活用するこ

とは、就職先に対する不安を低減すると考えられる。

以上のことから、ストレスを軽減するためには就職

に対する不安のケアが必要であるということが示

唆された。 
今後の課題として、訓練のどの内容がどのような

影響を与えるかがわからないため、訓練内容によっ



てFTテストの結果がどのように違ってくるのか検

討する必要がある。 
また、今後ストレス尺度は現状把握を目的に定期

的に実施することが望ましい。適宜利用者のニーズ

や状況を把握しておくことにより、当事業所での訓

練の後、訓練生が自分らしく就職することへの支援

が可能である。 
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